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９月22日(月)、
県立勝田工業高
等学校の卒業生
５人が、母校を
訪ね、お世話に
なった先生方に
大学校での成果
を報告しました。
当時、学年主

任の平間先生は
「皆さんが来校
し、直接成果を
聞けて嬉しい」
と話されていま
した。中嶋洋介
先生は「これか
らも成長を止め
ない姿勢が大
切」とエールを
頂きました。セ
キュリティコー
ス２年の清水響
暉さんは「恩師
からアドバイス
を頂き嬉しい」
と気持ちを引き
締めていました。
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県警察本部サ
イバー企画課が
主催する「サイ
バー防犯ボラン
ティア委嘱式」
が、８月18日
(月)に開催され、
本学生産管理コ
ース2年の山中
悠梨音さんの他
７名が委嘱され
ました。
山中さんは「改
めて地域の安全
を守る責任の重
さを実感してい
ます。サイバー
犯罪防止に向け
て、大学校での
IT技術の学びを
活かしたい」と
笑顔で話してい
ました。

ITから
創造した
未来へ

2 セキュリティー守る学生達

1 勝田工、賑やかに母校訪問！

校長会の様子

情報システムコース２年
飛田美優さん

（勝田工高卒）
基本情報技術者試験に合格することができ、

更にステップアップしたいと考え、応用情報
技術者試験に挑戦しました。応用情報技術者
試験は年に２回、春期と秋期に実施されます。
昨年度の秋期試験では不合格の結果となり、
悔しい思いをしましたが、今回の試験でリベ
ンジを果たすことができました。
応用情報の午前試験では、複数の選択肢か

ら正しい回答を選ぶ問題が出題されます。私
は、応用情報の過去問を解くことのできる
Webサイトを使って反復学習を行いました。
くり返し過去問に解答することで、自分が間
違えやすい問題の傾向をつかむことができま
した。何度も間違えてしまう問題については
問題の解説を読んだり、問題に出てくるキー
ワードについて調べたりすることで、できる
だけ知識が定着するように心がけました。
午後問題では、記述式の問題が出題されま

す。試験回によって出題される問題が大きく
異なるので、午前問題と比べて難易度が高く
感じました。午後問題は、解答が必須である
情報セキュリティのほかに、自分で選んだ４
つの分野の問題に解答します。私が試験当日
に選んだ分野は、システムアーキテクチャ、
ネットワーク、組込みシステム開発、情報シ
ステム開発です。
セキュリティやネットワークの分野では、

１年生の座学やネットワーク実習で勉強した
内容の復習を行いました。特に、サイバー攻
撃の種類、IPアドレスやネットワーク機器の
役割についてしっかりと理解しておくことで、
問題に落ち着いて取り組むことができました。
また、各分野の過去数年分の問題に取り組ん
でみて、どの分野が自分の得意分野なのか把
握しておくことも大切だと思います。過去問
のなかでわからない単語が出てきた場合には、
すぐに調べてメモをとるようにしました。こ
れにより、長い問題文のなかからキーワード
を見つけ、問題の意味を正しく捉えることが
できるようになりました。
応用情報を受験してみて、午前問題・午後

問題の両方で、必ずIT短大で学んだ知識を活
かせる場面があると感じました。受験を考え
ている人は、授業で得た知識を活用してぜひ
とも挑戦して
みて下さい！

３応用情報技術者
試験合格体験記！
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恩師を囲む学生達

下段左から 堀江詩音（日立北高卒）さん、菱沼大清（多賀高卒）さん、山中悠梨音（那珂高卒）さん

上段左から 高橋京汰（日立工高卒）さん、内田蔵人（石岡商高卒）さん

鈴木陸斗（太田西山高卒）さん、湯浅隼人（日立北高卒）さん

恩師と学生たちの報告会の様子

左から 馬場晃一さん（進学：情報テクノロジー大学校）
村澤伸也さん（進学：情報テクノロジー大学校）
飛田美優さん（就職：NAIS㈱ ）
二瓶海斗さん（進学：情報テクノロジー大学校）
清水響暉さん（就職：㈱NESI ）

http://www.ibaraki-it.ac.jp/

